
許
可
を
受
け
て
い
る
が
、
他

の
生
徒
は
保
護
者
が
学
校
ま

で
送
迎
す
る
か
、
柳
野
か
ら

い
の
町
の
通
学
バ
ス
を
利
用

し
て
い
る
。

バ
イ
ク
通
学
は
１
年
生
か

ら
許
可
さ
れ
た
が
、
保
護
者

か
ら
は
バ
ス
通
学
の
要
請
が

あ
る
。

運
行
時
間
帯
に
町
の
バ
ス

は
空
い
て
な
く
、
独
立
し
て

の
運
行
は
難
し
い
状
況
で
、

現
状
の
通
学
支
援
を
考
え
て

い
る
。

若
者
定
住
と
町
外
流
出
の

歯
止
め
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

若
者
定
住
の
一
貫
と
子
育

て
支
援
と
し
て
、
月
額
５
千

円
の
通
学
支
援
を
し
て
い
る
。

高
校
は
佐
川
、
須
崎
高
校
、

伊
野
商
業
、
吾
北
分
校
な
ど

あ
り
、
全
て
に
町
が
支
援
で

き
な
い
。

基
本
的
に
高
校
は
県
の
教

育
委
員
会
に
要
請
し
て
き
た

が
、
非
常
に
厳
し
く
実
現
し

て
い
な
い
。

今
後
も
教
育
委
員
会
と
検

討
し
て
い
く
。

仁
淀
高
校
が
廃
校
と
な
り

通
学
は
佐
川
高
校
１
校
と
思

っ
て
い
た
が
、
国
道
改
良
の

進
む
中
で
近
年
、
追
手
前
高

校
吾
北
分
校
に
通
う
生
徒
が

増
え
て
い
る
。

こ
の
路
線
は
公
共
交
通
が

な
く
、
通
学
に
苦
労
し
て
い

る
。い

の
町
と
連
携
し
、
早
期

の
実
現
を
。

本
町
か
ら
吾
北
分
校
に
通

学
し
て
い
る
生
徒
は
11
人
い

る
。
４
人
は
バ
イ
ク
通
学
の

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成24年2月10日発行 第26号　（10）

情
報
網
が
発
達
し
、
地
域

分
散
型
の
社
会
づ
く
り
が
問

わ
れ
て
い
る
。

中
山
間
地
の
見
本
と
な
る

分
庁
と
し
、
町
の
均
衡
な
発

展
と
庁
舎
の
規
模
縮
小
な
ど
、

建
築
経
費
の
節
減
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

庁
舎
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

中
枢
、
効
率
的
に
機
能
す
る

よ
う
全
て
の
事
務
を
同
一
庁

舎
内
で
行
い
、
連
携
を
密
に

積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
視
点
に

立
っ
て
、
町
全
体
に
公
平
に

サ
ー
ビ
ス
で
き
る
の
は
、
本

庁
と
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
が
完

結
す
る
支
所
の
存
在
と
確
信

す
る
。

分
庁
で
は
、
決
裁
や
会
議

な
ど
の
移
動
で
非
効
率
と
な

り
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
な

対
応
に
も
、
初
動
体
制
に
も

遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

現
組
織
の
見
直
し
に
よ
る

本
庁
と
支
所
づ
く
り
に
取
り

組
む
考
え
だ
。

問

山
口
芳
正

答

町
　
長

問

山
　
口

答

大
野
教
育
長

問

山
　
口

答

町
　
長

町道宗津線 追手前高校吾北分校

答 住民サービスの視点で

見本となる分庁に

吾北分校通学に

通学支援答



郷
土
館
は
施
設
の
老
朽
が

激
し
く
、
貴
重
な
歴
史
資
料

が
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
、

管
理
の
考
え
は
。

地
域
の
暮
ら
し
と
と
も
に

あ
っ
た
農
機
具
や
日
常
生
活

用
具
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、

歴
史
を
物
語
る
貴
重
で
大
切

な
資
料
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
委
員
会
の
意

見
を
聞
き
、
活
用
と
保
存
に

最
善
を
期
す
。

町
道
の
整
備
や
管
理
は
、

町
の
責
任
で
行
う
こ
と
が
大

原
則
で
あ
る
。

本
町
は
、
用
地
費
や
補
償

費
の
計
上
が
な
く
、
用
地
交

渉
も
地
元
が
行
い
、
苦
労
し

て
い
る
。

用
地
交
渉
は
町
の
責
任
、

義
務
で
は
。

町
道
整
備
は
地
元
か
ら
の

要
望
に
対
し
、
整
備
計
画
を

立
て
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

町
が
発
注
す
る
工
事
の
用

地
交
渉
は
、
原
則
地
元
で
調

整
を
行
い
、
地
権
者
の
協
力

を
得
て
行
っ
て
い
る
。

住
家
や
倉
庫
、
残
土
処
理

場
の
立
木
な
ど
の
上
物
に
は

補
償
費
を
支
払
っ
て
い
る
。

町
道
整
備
や
公
共
工
事
は
、

従
来
通
り
の
方
法
で
進
め
た

い
。公

共
事
業
の
状
況
は
厳
し

く
、
限
ら
れ
た
予
算
で
実
施

し
て
お
り
、
地
域
の
皆
の
理

解
を
い
た
だ
き
、
無
償
の
提

供
を
原
則
に
、
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
。
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問

山
　
口

答

町
　
長

問

山
　
口

答

教
育
長

と
な
っ
た
今
、
部
活
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
部
活
で
は
、
身
体
的
に
も
精
神

的
に
も
強
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
心
の
強
さ
で
、

勉
強
だ
ら
け
の
毎
日
に
も
ね
ば
り
強
く
、
集
中

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
験
勉
強
が
い
や
と

感
じ
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

て
も
志
望
校
に
行
き
た
い
と
思
う
こ
と
で
立
ち

直
れ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の
部
活
は
、
大
き
な

自
信
と
心
の
強
さ
を
く
れ
ま
し
た
。

池
川
中
三
年
　
藤
原
　
梨
帆

中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
は
大
変
で
し
た
。

勉
強
と
部
活
の
両
立
は
特
に
き
つ
く
、
慣
れ
る

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
中
学
三
年

生
に
な
り
、
受
験
に
向
け
て
勉
強
ま
っ
し
ぐ
ら

ラ�コ�ム�

私
に
と
っ
て

の
部
活

老朽の郷土館

最善を期す答

用地交渉は

原則地元で答

池川中　体験学習 池川郷土館



酒場放浪記

＝吉田 類氏＝
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大石弘秋町長 行政報告

国
の
公
益
法
人
制
度
改
革

に
伴
い
、
見
直
す
こ
と
に
な

っ
た
。

今
の
公
社
で
は
公
益
財
団

法
人
と
し
て
の
認
定
を
受
け

る
の
は
困
難
で
あ
る
。

公
社
が
管
理
運
営
を
し
て

い
る
観
光
セ
ン
タ
ー
は
、
大

渡
ダ
ム
公
園
の
中
心
的
施
設

で
あ
る
と
と
も
に
、
仁
淀
地

区
の
観
光
、
交
流
の
拠
点
で

も
あ
り
、
高
瀬
地
区
の
集
会

の
場
、
避
難
場
所
な
ど
に
も

活
用
で
き
る
施
設
と
し
て
建

設
さ
れ
て
い
る
。

県
知
事
の
認
可
を
受
け
平

成
24
年
３
月
31
日
で
解
散
し
、

４
月
１
日
よ
り
町
直
営
で
管

理
運
営
を
行
う
。

10
月
17
日
、
１
次
試
験
を

実
施
。
24
人
が
受
験
。

全
国
平
均
を
上
回
っ
た
上

位
８
人
で
、
11
月
18
日
に
２

次
試
験
を
実
施
。

内
定
者
２
人
に
、
通
知
し

た
。

日浦　C一氏 西森　鶴氏 D村　E氏

仁
淀
開
発
公
社

職
員
採
用

昭
和
36
年
旧
吾
川
村
に
書
記

と
し
て
奉
職
、
平
成
14
年
６
月

30
日
に
退
職
、
31
年
６
ヵ
月
に

わ
た
り
各
課
の
要
職
を
歴
任
。

昭
和
62
年
７
月
か
ら
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
15
年
間
に
わ
た
り
、

収
入
役
と
し
て
会
計
管
理
の
適

切
な
運
営
に
尽
力
し
、
地
方
自

治
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
。昭

和
39
年
に
個
人
営
業
、
西

森
建
設
を
創
立
。

大
渡
ダ
ム
関
連
工
事
や
地
す

べ
り
対
策
工
事
を
始
め
、
国
、

県
、
町
の
各
種
公
共
工
事
や
鳥

形
山
石
灰
鉱
山
開
発
関
連
の
民

間
工
事
な
ど
、
数
多
く
手
が
け
、

建
設
業
一
筋
に
業
務
に
精
励
さ

れ
た
。

仁
淀
川
森
林
組
合
代
表
理
事

組
合
長
及
び
土
佐
の
木
の
家
づ

く
り
協
議
会
代
表
。

多
年
、
林
業
関
係
団
体
の
要

職
を
歴
任
し
、
組
織
の
基
盤
強

化
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
林

業
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

県功労者表彰受章 黄綬褒章受章 瑞宝双光章受賞



10
月
14
日
に
本
町
仁
淀
地

区
出
身
者
で
「
酒
場
詩
人
」

と
し
て
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活

躍
中
の
吉
田
類
氏
に
、
第
１

号
の
仁
淀
川
町
観
光
特
使
を

委
嘱
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
故
郷

と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一
層

深
め
て
も
ら
い
、
幅
広
い
活

動
の
場
を
通
じ
て
、
本
町
の

魅
力
を
全
国
に
広
め
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

町
外
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

も
考
え
て
い
る
。

10
月
と
11
月
に
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
聞
い
た
。

本
庁
位
置
は
、
大
崎
地
区
。

機
能
は
執
行
部
と
議
会
に
委

ね
た
い
。

建
設
に
向
け
、
町
民
の
意

見
を
反
映
し
、
建
設
地
や
規

模
、
既
存
庁
舎
の
利
活
用
な

ど
、
27
年
度
末
ま
で
の
完
成

を
目
指
す
。
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庁
舎
建
設

高
知
市
二
葉
町
と
の
交
流

町
観
光
特
使

バ
イ
オ
マ
ス
事
業

二
葉
町
自
主
防
災
会
が
来

庁
し
、
交
流
の
要
請
が
あ
っ

た
。南

海
地
震
に
対
す
る
危
機

感
の
大
き
さ
や
、
自
主
防
災

活
動
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

を
感
じ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

助
け
合
い
の
精
神
の
大
切
さ

を
教
訓
に
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
交
流
を
開
始
す
る
こ

と
に
し
た
。

地
域
同
士
の
交
流
を
深

め
、
少
し
ず
つ
本
格
的
な
協

議
を
行
っ
て
い
け
る
土
台
づ

く
り
か
ら
始
め
た
い
。

19
年
５
月
ま
で
に
、
佐
川

町
木
材
団
地
の
ペ
レ
ッ
ト
工

場
や
発
電
施
設
の
設
備
、
22

年
１
月
に
は
チ
ッ
プ
設
備
の

改
良
を
行
っ
た
。

22
年
度
か
ら
町
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
土
佐
の
森
救
援
隊
に
委

託
し
て
い
る
が
、
事
業
運
営

は
厳
し
い
状
態
で
あ
る
。

来
年
度
以
降
、
町
が
事
業

を
実
施
し
て
い
く
考
え
は
な

い
。現

在
、
町
内
に
新
た
な
ペ

たのんだぜよé

吉田　類氏

レ
ッ
ト
製
造
設
備
が
整
備
さ

れ
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
協

同
組
合
が
Ｃ
材
と
呼
ば
れ
る

林
地
残
材
な
ど
の
チ
ッ
プ
材

を
取
り
扱
う
予
定
。

町
主
体
で
な
く
、
町
内
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
が

引
き
続
き
継
続
で
き
る
状
況

は
十
分
整
っ
て
い
る
。


